
自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

大
田
　
　
満

大
田
　
　
満（福岡市早良区）

Ｑ　

今
年
７
月
の
豪
雨
で
多

く
の「
内
水
氾
濫
」が
あ
っ
た
。

被
害
軽
減
の
た
め
の
筑
後
川

の
浚
渫
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

内
水
氾
濫
の
軽
減
に
は

河
川
本
川
の
水
位
の
低
下
が

極
め
て
重
要
。
特
に
筑
後
川

流
域
で
は
越
水
の
恐
れ
か
ら

流
入
量
が
制
限
さ
れ
、
浸
水

被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
浚

渫
で
の
水
位
低
下
は
有
効
な

手
段
で
あ
る
。
国
は
平
成
29

年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
以
降
、

久
留
米
市
や
朝
倉
市
で
大
規

模
な
浚
渫
を
実
施
し
た
が
、

支
川
の
浸
水
被
害
は
繰
り
返

さ
れ
た
。
こ
の
た
め
７
月
14

日
に
現
場
を
視
察
し
た
斉
藤

国
土
交
通
大
臣
に
筑
後
川
本

川
の
浚
渫
を
緊
急
要
望
し
た
。

県
と
し
て
も
、
地
元
自
治
体

と
連
携
し
、
浚
渫
に
伴
う
大

量
の
残
土
処
分
の
調
整
を
行

う
な
ど
国
に
よ
る
筑
後
川
の

浚
渫
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
働

き
か
け
る
。

Ｑ　

日
田
彦
山
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を

活
か
し
た
沿
線
地
域
の
振
興

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

県
で
は
、①
地
域
の
魅
力

を
活
か
し
た
地
域
振
興
・
観

光
振
興
②
地
域
資
源
を
活
か

し
た
産
業
振
興
③
住
み
た
い

地
域
の
魅
力
づ
く
り
の
３
つ

の
柱
を
基
本
戦
略
と
し
た
、

「
福
岡
県
日
田
彦
山
線
沿
線
地

域
振
興
計
画
」
を
一
昨
年
２

月
に
策
定
し
た
。①
と
し
て
Ｂ

Ｒ
Ｔ
駅
や
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー

ク
の
整
備
、
海
外
映
画
等
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
活
動
な

ど
を
行
い
さ
ら
に
、
今
議
会

で
は
宝
珠
山
駅
周
辺
再
整
備

の
補
正
予
算
を
編
成
し
た
。②

で
は
小
石
原
焼
、
高
取
焼
の

後
継
者
確
保
・
育
成
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
有
名
バ
リ

ス
タ
と
連
携
し
た
地
域
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ヒ
ー
を
開
発

し
た
。③
で
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク

テ
ラ
ス
宝
珠
」
の
整
備
と
と

も
に
、
若
手
音
楽
家
が
一
定

期
間
滞
在
し
、
地
域
と
交
流

し
な
が
ら
作
曲
活
動
を
行
う

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス(
Ａ
Ｉ
Ｒ
）事
業
を

実
施
。
今
後
も
東
峰
村
、
添

田
町
と
よ
り
一
層
連
携
を
深

め
、「
九
州
の
自
立
を
考
え
る

会
」
や
県
議
会
の
意
見
を
伺

い
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
活
か
し
た
地
域

振
興
に
取
り
組
む
。

Ｑ　
「
ア
ジ
ア
新
興
・
人
獣
共

通
感
染
症
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」

の
九
州
へ
の
誘
致
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ　

同
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
10
月

の
九
州
地
方
知
事
会
議
で
特

別
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ
て

以
降
、
九
州
へ
の
早
期
設
置

を
国
へ
提
言
し
て
い
る
。
県

と
し
て
も
令
和
２
年
度
か
ら

議
長
と
と
も
に
最
重
要
項
目

と
し
て
国
へ
提
言
・
要
望
を

し
て
き
た
。
今
後
は
九
州
議

長
会
の
要
請
活
動
を
踏
ま
え
、

感
染
症
研
究
に
取
り
組
む
九

州
大
学
や
長
崎
大
学
な
ど
各

県
の
大
学
や
研
究
所
、
ワ
ン

ヘ
ル
ス
に
関
わ
る
国
際
機
関

と
連
携
の
下
、
構
想
案
を
よ

り
具
体
化
し
、
九
州
地
方
知

事
会
議
の
賛
同
を
得
た
上
で
、

九
州
一
体
と
な
っ
て
国
へ
提

言
・
要
望
し
て
い
き
た
い
。

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

新
井
　
富
美
子

新
井
　
富
美
子（久留米市・うきは市）

Ｑ　

災
害
時
に
救
援
物
資
の

輸
送
等
に
ド
ロ
ー
ン
を
積
極

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
知

事
の
考
え
を
問
う
。

Ａ　

県
で
は
、
災
害
時
に
北

九
州
市
お
よ
び
福
岡
市
が
保

有
す
る
消
防
ヘ
リ
が
活
用
で

き
る
よ
う
、
応
援
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
市
町
村
か
ら

人
命
救
助
や
救
急
搬
送
、
救

援
物
資
の
輸
送
の
要
請
等
が

あ
っ
た
場
合
に
備
え
、
迅
速

に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。
し
か
し
、
天
候

や
被
災
地
の
状
況
に
よ
り
消

防
ヘ
リ
で
の
対
応
が
難
し
い

場
合
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

県
と
し
て
は
、
今
後
、
救
援

物
資
の
輸
送
等
に
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　

障
が
い
の
あ
る
方
の
採

用
枠
や
採
用
職
種
な
ど
雇
用

率
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

障
が
い
の
あ
る
方
を
対

象
に
し
た
教
育
職
員
お
よ
び

事
務
職
員
の
特
別
選
考
に
お

い
て
は
、
志
願
者
の
申
し
出

に
よ
り
、
点
字
に
よ
る
試
験

や
面
接
試
験
時
の
手
話
通
訳

な
ど
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
合
格
者
の

配
属
先
は
本
人
の
希
望
と
障

が
い
の
種
類
や
程
度
を
勘
案

し
て
決
定
し
て
お
り
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
そ
の
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
る
。
今
後
、
志
願

者
の
募
集
で
は
、
よ
り
多
く

の
方
が
安
心
し
て
志
願
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
配
慮
に

つ
い
て
適
切
に
情
報
提
供
す

る
な
ど
広
報
活
動
の
充
実
に

取
り
組
む
。
さ
ら
に
、
法
定

雇
用
率
を
下
回
る
状
況
が
続

い
て
い
る
た
め
、
特
別
選
考

に
お
け
る
採
用
予
定
者
数
の

拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。
県

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

関
係
機
関
等
と
も
連
携
を
図

り
、
障
が
い
者
雇
用
率
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

大
麻
な
ど
違
法
薬
物
の

摘
発
状
況
と
大
麻
関
連
犯
罪

の
根
絶
に
向
け
た
警
察
本
部

長
の
決
意
を
問
う
。

Ａ　

近
年
の
県
内
に
お
け
る

検
挙
人
員
は
、
年
間
８
０
０

人
か
ら
１
０
０
０
人
程
度
で

推
移
し
て
い
る
。
薬
物
ご
と

の
種
別
で
は
、
令
和
５
年
上

半
期
に
初
め
て
大
麻
が
覚
醒

剤
の
検
挙
人
員
を
上
回
っ
た
。

薬
物
事
犯
の
年
齢
的
な
特
徴

と
し
て
、
覚
醒
剤
は
再
犯
者

や
30
代
以
上
が
多
く
、
大
麻

は
初
犯
者
や
20
代
以
下
の
若

年
層
が
多
い
。
県
警
察
と
し

て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
大
麻
の
栽
培
や
密
売

等
に
係
る
情
報
収
集
、
入
手

先
に
関
す
る
末
端
乱
用
者
か

ら
の
捜
査
な
ど
に
よ
り
、
薬

物
犯
罪
組
織
へ
の
取
り
締
ま

り
を
徹
底
し
て
い
く
。
あ
わ

せ
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
若
年
層
に
対
す
る
大
麻
の

有
害
性
等
に
関
す
る
広
報
啓

発
を
行
う
な
ど
、
取
り
締
ま

り
と
抑
止
の
両
面
か
ら
、
各

種
対
策
を
強
力
に
推
進
し
て

い
く
。

公
明
党

公
明
党

松
下
　
正
治

松
下
　
正
治（北九州市八幡西区）

Ｑ　

県
と
し
て
核
廃
絶
の
取

り
組
み
を
後
押
し
し
、
県
民

へ
の
核
廃
絶
に
向
け
た
意
識

啓
発
を
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ　

県
で
は
、
市
町
村
が
実

施
す
る
戦
争
・
平
和
に
関
す

る
最
新
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

収
集
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
平
和
文
化
コ
ー
ナ
ー
」
で
情

報
提
供
を
し
て
い
る
。
ま
た

毎
年
、
県
内
２
カ
所
で
「
福

岡
県
戦
時
資
料
展
」
を
開
催

し
、
被
爆
し
た
人
々
や
破
壊

さ
れ
た
建
物
の
写
真
パ
ネ
ル

を
展
示
す
る
ほ
か
、
平
成
３

年
に
県
議
会
で
決
議
さ
れ
た

「
核
兵
器
廃
絶
、
世
界
の
恒
久

平
和
を
希
求
す
る
福
岡
県
宣

言
」
の
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て

い
る
。
今
後
と
も
核
兵
器
の

な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に

向
け
、
県
民
に
戦
争
の
悲
惨

さ
と
平
和
の
尊
さ
を
啓
発
し

て
い
く
。

Ｑ　

県
庁
の
子
育
て
に
関
す

る
組
織
の
改
組
に
つ
い
て
知

事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

児
童
虐
待
、
子
ど
も
の

貧
困
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
課
題
は
多
様
化
し
相
互

に
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

複
合
的
な
課
題
に
対
応
す
る

に
は
関
係
部
局
が
情
報
を
共

有
し
議
論
し
て
総
合
的
に
施

策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、今
年
度
か
ら
「
こ

ど
も
未
来
課
」
を
福
祉
労
働

部
に
新
設
、
児
童
家
庭
課
を

「
こ
ど
も
福
祉
課
」
と
し
、
こ

の
２
課
と
子
育
て
支
援
課
の

３
課
体
制
と
す
る
組
織
強
化

を
行
っ
た
。
し
か
し
、
子
ど

も
施
策
は
、
３
課
だ
け
で
行

う
の
で
は
な
い
。
部
局
横
断

的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

知
事
を
ト
ッ
プ
と
す
る
「
子

育
て
応
援
社
会
づ
く
り
推
進

本
部
会
議
」
で
情
報
共
有
と

議
論
を
し
て
い
る
。
こ
ど
も

未
来
課
が
事
務
局
を
担
い
、

司
令
塔
と
し
て
国
等
の
関
係

部
局
と
調
整
し
、
子
ど
も
施

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
も
調
整

機
能
を
発
揮
す
る
。

Ｑ　

市
販
薬
乱
用
の
実
態
把

握
と
対
策
に
ど
う
取
り
組
む

か
知
事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

県
内
の
各
消
防
本
部
に

よ
る
と
、
医
薬
品
の
過
剰
摂

取
が
原
因
と
思
わ
れ
る
昨
年

度
の
救
急
搬
送
者
数
は
１
１

６
７
人
で
、
女
性
が
約
７
割

を
占
め
、
30
代
以
下
の
若
年

層
が
多
い
。
今
年
２
月
、
国

が
「
濫
用
等
の
お
そ
れ
の
あ

る
医
薬
品
」
を
見
直
し
た
た

め
県
で
は
薬
局
・
薬
店
に
対

し
、若
年
層
に
は
氏
名
・
年
齢
・

購
入
理
由
を
確
認
す
る
な
ど

適
正
に
医
薬
品
が
販
売
さ
れ

る
よ
う
周
知
、
徹
底
を
行
っ

た
。
ま
た
、
昨
年
度
、
小
中

高
等
学
校
で
実
施
す
る
薬
物

乱
用
防
止
教
室
の
講
師
を
対

象
に
市
販
薬
乱
用
の
危
険
性

に
つ
い
て
研
修
を
し
た
。
今

後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
、

医
薬
品
で
も
不
適
切
な
使
用

は
死
に
至
る
と
い
っ
た
危
険

性
の
啓
発
な
ど
を
国
、
県
、

政
令
市
の
機
関
で
構
成
す
る

薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
政
会

新
政
会

中
村
　
香
月

中
村
　
香
月（久留米市・うきは市）

Ｑ　

令
和
５
年
梅
雨
前
線
豪

雨
で
の
千
之
尾
川
を
含
む
耳

納
連
山
一
帯
の
土
砂
災
害
対

策
と
警
戒
区
域
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

千
之
尾
川
上
流
の
山
間

部
に
は
、土
砂
や
流
木
が
残
っ

て
お
り
、
応
急
措
置
で
金
属

製
ネ
ッ
ト
の
仮
設
構
造
物
を

設
置
し
た
。
ま
た
、
土
砂
や

流
木
の
動
き
を
観
測
す
る
機

器
を
設
置
し
、
そ
の
結
果
を

久
留
米
市
と
共
有
す
る
こ
と

で
住
民
の
適
切
な
避
難
行
動

に
つ
な
げ
る
。
久
留
米
市
や

広
川
町
な
ど
で
は
複
数
の
土

砂
災
害
が
発
生
し
た
た
め
、

久
留
米
市
の
千
之
尾
川
を
含

む
６
渓
流
に
は
新
た
な
砂
防

ダ
ム
を
設
置
し
広
川
町
の
逆

瀬
谷
地
区
に
は
ア
ン
カ
ー
工

な
ど
地
滑
り
防
止
対
策
を
実

施
す
る
。
堆
積
土
砂
の
撤
去

や
、
砂
防
・
治
山
施
設
整
備

を
検
討
す
る
。

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
つ

い
て
は
、
法
律
に
基
づ
き
、

住
民
等
の
生
命
ま
た
は
身
体

に
危
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
区
域
を
土
地
の
傾
斜
や
起

伏
、
現
地
状
況
を
踏
ま
え
設

定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

今
回
の
よ
う
な
地
形
改
変
等

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
適
宜

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
千

之
尾
川
に
つ
い
て
も
速
や
か

に
見
直
し
を
行
う
。

Ｑ　

筑
後
川
流
域
の
浸
水
被

害
軽
減
に
ど
う
取
り
組
む
か

伺
う
。

Ａ　

県
で
は
、
浸
水
被
害
が

発
生
し
た
河
川
で
実
態
把
握

を
行
っ
て
い
る
。
特
に
被
害

の
大
き
か
っ
た
筑
後
川
流
域

の
巨
瀬
川
や
下
弓
削
川
、
池

町
川
な
ど
に
つ
い
て
対
策
を

検
討
す
る
た
め
国
・
県
・
関

係
市
町
な
ど
で
構
成
す
る
会

議
を
開
催
し
、
状
況
や
要
因

を
共
有
し
た
。
こ
れ
ら
の
会

議
も
活
用
し
、
今
回
の
洪
水

に
基
づ
く
河
川
の
流
下
能
力

の
検
証
を
進
め
、
流
域
の
関

係
者
が
協
働
し
て
行
う
流
域

治
水
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

Ｑ　

被
災
者
の
生
活
再
建
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

住
宅
の
応
急
修
理
を
す

る
方
に
は
、
災
害
救
助
法
に

よ
る
費
用
負
担
の
軽
減
を

行
っ
て
い
る
。
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
が
適
用
さ
れ
た

久
留
米
市
、
東
峰
村
お
よ
び

広
川
町
で
は
住
宅
の
被
害
の

程
度
や
再
建
方
法
に
応
じ
て

最
大
３
０
０
万
円
の
支
援
金

を
支
給
す
る
。
朝
倉
市
な
ど

法
が
適
用
さ
れ
な
い
市
町
村

で
は
県
が
独
自
に
法
と
同
一

の
支
援
金
を
支
給
す
る
。
住

宅
再
建
時
に
金
融
機
関
等
か

ら
借
り
入
れ
た
場
合
は
、
そ

の
利
子
に
対
し
上
限
１
０
０

万
円
の
県
の
助
成
も
あ
る
。

さ
ら
に
国
と
県
が
原
資
を
負

担
し
て
市
町
村
に
お
い
て
上

限
３
５
０
万
円
の
災
害
援
護

資
金
の
貸
し
付
け
も
行
う
。

他
に
も
「
災
害
弔
慰
金
の
支

給
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
災
害
障
害
見
舞
金
な
ど

も
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
法
律

の
対
象
外
の
被
害
に
つ
い
て

は
、
県
が
独
自
に
災
害
見
舞

金
を
支
給
す
る
。
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